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ふ頭機能の再編等による横浜港の国際競争⼒強化 
 

国⼟交通省、財務省、総務省、⽂部科学省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
【提案内容の説明】 
1 物流機能の強化 
(1) 急速に進むコンテナ船の⼤型化や増⼤する貨物等に適切に対応し、柔軟な   

ターミナル運営を実施していくため、新本牧ふ頭整備やBC 岸壁の延⻑をはじめと
する本牧ふ頭再編の早期事業化が必要です。 

(2) ふ頭機能の強化のため、国直轄事業として整備中の南本牧ふ頭MC4 及び⼤⿊ふ頭
P3・P4 の早期完成が必要です。 

(3) 港湾コスト低減のため、基幹航路に就航するコンテナ船の寄港促進に資する  
とん税・特別とん税の⾒直しが必要です。また、横浜川崎国際港湾㈱の荷さばき
施設等の固定資産税等の軽減や、集貨⽀援事業への国の⽀援継続が必要です。 

(4) 創貨の取組を推進するため、ロジスティクス拠点形成に向けた本牧ふ頭 A 突堤の
道路等の基盤整備や、⾼度化荷さばき施設⽤地整備への⽀援が必要です。 

1 物流機能の強化 
(1) 新本牧ふ頭整備や本牧ふ頭再編(BC2岸壁等)の早期事業化 
(2) 南本牧ふ頭 MC4 事業や⼤⿊ふ頭 P3・P4 事業の早期完成 
(3) 基幹航路維持・拡⼤に向けたとん税・特別とん税の 

⾒直し等による港湾コスト低減や集貨施策の推進 
(4) 本牧ふ頭 A 突堤のロジスティクス拠点形成に向けた基盤 

整備への⽀援 等 
(5) 平成32 年のLNG バンカリング拠点本格始動に向けた⽀援 
(6) ICT 活⽤等による⽣産性向上や港湾労働環境改善への⽀援 

2 クルーズ客船受⼊機能の強化と賑わい創出 
(1) ⼤⿊ふ頭及び新港ふ頭での受⼊施設整備や周辺の回遊性

を⾼める歩⾏者デッキ等の整備への⽀援 
(2) ホテルシップ実施に向けた既存岸壁の補修等への⽀援 
(3) ⼭下ふ頭再開発に伴う基盤施設等の整備への⽀援 
(4) 帆船⽇本丸の重要⽂化財としての保存・活⽤への⽀援 

3 安全・安⼼な港づくり 
(1) 海岸保全施設整備に係る事業費確保 
(2) 「ヒアリ」等の特定外来⽣物の侵⼊・定着防⽌への⽀援 
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(5) LNG バンカリング拠点の形成に向け、引き続き事業費を確保するなど、国の   

継続的な⽀援が必要です。 
(6) 荷役作業の効率化等による⽣産性向上や港湾で働く⽅の労働環境改善を実現する

ため、ICT を活⽤したRTG 等、コンテナ輸送効率化の推進が必要です。 

2 クルーズ客船受⼊機能の強化と賑わい創出 
(1) ⼤⿊ふ頭及び新港ふ頭での客船受⼊施設の整備を進めるとともに、周辺地区の 

回遊性向上による賑わい創出を図るため、歩⾏者デッキ等（みなとみらい地区・
新港地区周辺）の整備への⽀援が必要です。 

(2) 東京2020 オリンピック・パラリンピック開催時に、クルーズ船をホテルシップと
して活⽤するため、着岸する⼭下ふ頭の岸壁補修等に必要な社会資本整備総合 
交付⾦の⼗分な確保が必要です。また、⻑期係留に伴う排⽔等の処理施設、宿泊
者の利便性向上のための施設整備が必要です。 

(3) ⼭下ふ頭再開発に伴う既存倉庫等の移転及び機能強化への⽀援や臨港幹線道路を
はじめとする基盤施設等の整備が必要です。 

(4) 帆船⽇本丸を今後も⼤切に保存し、広く活⽤を図るため、船体等の修繕に    
引き続き、船内の機関・居室の修繕等に対する⽀援が必要です。  

3 安全・安⼼な港づくり 
(1) 頻発する⼤型台⾵等による⾼潮や⼤規模地震による津波の被害を防ぐため、⼤⿊ 

ふ頭における海岸保全施設の整備が喫緊の課題です。 
(2) 「ヒアリ」等の特定外来⽣物の侵⼊・定着を防ぐことが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 提案の担当 ／ 港湾局政策調整部政策調整課担当課⻑    御調 知伸  ℡ 045-671-2702 

     港湾局政策調整部政策調整課⻑       成⽥ 公誠  ℡ 045-671-2877 
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横浜市 政策局 ⼤都市制度・広域⾏政室 ⼤都市制度推進課 
〒231-0017 横浜市中区港町 1−1 

Tel：045-671-2951 Fax：045-663-6561 

この提案・要望書は以下のサイトでご覧になれます。 
http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/daitoshi/teian/ 

左：横浜環状北⻄線（北⻄線建設現場フォトコンテスト 2017 ⼊賞作品） 
右：横浜港（横浜港客船フォトコンテスト 2018 ⼊賞作品） 




